
おせっかいなお花屋さんプロジェクト 

園芸福祉科２年 佐藤・佐藤 他７名 

 

私たちが所属する置賜農業高校園芸福祉科では、日頃

からシクラメンや花壇用の花苗の栽培と管理、またそ

れらの生産物を活用した交流活動や販売実習に取り組

んでいます。販売実習では学校近隣の民家に訪問する

ことが多くあります。その中で、独居老人や老老世

帯、認知症のような症状が出ていたり、引きこもりの

ような傾向が見られる高齢の方を目にする機会が多く

ありました。私たちの先輩方は園芸福祉科としての特

徴的な学びである「園芸」と「福祉」をかけ合わせ、

花を届ける見守り活動を考案しました。具体的には私

たち高校生が高齢者世帯を訪問し花を植えるなどし交

流します。交流しながら困っていることや不安などを

お聞きし、それを町の福祉課や社会福祉協議会と共有

することで、サービスの向上につなげ、長く安心にし

て川西町に住み続けてもらおうというものです。この

アイディアを「おせっかいなお花屋さんプロジェク

ト」と名付け、昨年度の山形の未来創造高校生アイデ

アコンテストで発表、見事最優秀を獲得しました。 

 

生物活用の授業で先生から「先輩方のアイディアを引

き継いで取り組んでみよう」という話しもあり、生物

活用でのプロジェクト学習としておせっかいなお花屋

さんプロジェクトの実現に向け取り組みを始めまし

た。置賜農業高校のある川西町は 2014 年から 2024 年

までの 10年間で、人口が約 3,000 人減少、人口に占

める 65歳以上の割合も 31.1%から 39.0%へと上昇して

います。高齢者世帯のニーズを汲み取り、関係機関と

共有しながら福祉サービスの向上や、年老いても長く

住み続けられるまちづくりについて貢献していく研究 

や取り組みは非常に大きな意義を持つと考えます。住

み続けたい町、住み続けられる町作りに貢献していく

ために、ステップ１を計画とプレ実施とし、ステップ

２は本格的に実施をしながら活動を普及していき、地



域の高齢者世帯のニーズを集めていきます。さらに、

活動を定着させ、フィードバックを得たり、外部機関

との連携を強化し福祉サービスの向上に貢献します。

そして、このプロジェクトをブラッシュアップし続

け、外部からの評価をいただきながら利用者の満足度

を高められるような取り組みとし、地域に根ざした活

動で幸福度を積み上げていくことを本プロジェクトの

目的として考えています。 

 

まず初めに私たちはアイディアを具体的にしていくた

めに、草花業界で活躍する方に相談し、プロジェクト

の運営や展開についてアドバイスをいただくことにし

ました。先生の紹介で長野県で株式会社アトリエアト

リを経営する末永様に相談させていただき、プロジェ

クトのコンセプトの具体化に取り組みました。末永様

は「花から始める親孝行」をコンセプトに、生花の配

達と家事の手伝いをするというサービスを提供してい

ます。事業を始めて３年目となり、「子どもや孫に比

べ、親に対しての財布の紐は固い」という印象を受け

ているそうで、ビジネスとして成立させていく難しさ

を語ってくださり、補助金や行政からの支援を上手く

活用していくと良いというアドバイスをいただきまし

た。そして、「いつも販売実習に来てくれるみなさ

ん」が継続して足を運び、一緒にお話をしながら花を

植えるというのは、利用者視点から見れば安心できる

環境で楽しいアクティビティになりリピートも期待で

きる、と背中を押していただきました。 

 

次に、プロジェクト規模の検討に取り組みました。プ

ランター、園芸用土、花苗の経費を算出すると１世帯

あたり¥3,900 掛かると考えました。今年度はフューチ

ャープロジェクトの一環として実施、試行する見込み

が立ち、まずはプロジェクトの告知に取組みました。

初めに学校周辺の川西町上小松地区を対象とし実地踏

査を行いました。赤で囲んだところには民家や事業所

を合わせて合計７８軒あり、そのうち玄関に花を飾っ



ていたり、ガーデニングに取り組んでいる家は４８軒

ありました。約６割の家が園芸に馴染みがあると見

て、学校周辺にも需要は存在すると考えることができ

ました。 

 

私たちは近隣住民へのポスティングのためにこのよう

なチラシを作成しました。しかし、実際に問い合わせ

があったのは２件のみで、自分たちの見込みとは大き

く離れた結果となってしまいました。プロジェクトの

実施に向け、私たちはスキルアップにも取り組みまし

た。本番を想定したロールプレイでは対象者役と生徒

役に分かれて、高齢者をイメージして大きな声でゆっ

くり話したり、楽な姿勢で作業できるように介助のト

レーニングをしました。１回目の実施では Aさんのお

宅にお邪魔し、友人の Bさんも一緒に活動しました。

「若い人と話すと元気が出る」、「玄関が華やかにな

った」という声をいただくことができた一方、実際に

高齢者の方を相手にしてみるとロールプレイで意識し

たところがなかなかできない場面も多くありました。 

 

そういった反省点を日本園芸療法学会の浅野様に相談

させていただいたところ、「一発勝負でやろうとせ

ず、対象者の理解、アセスメントをしっかりやってみ

ると良い」とアドバイスをいただきました。好きな花

や色だけでなく、高齢者特有の立つ座る、握る動か

す、といった身体的な特徴も踏まえてプログラムを考

えていく必要があるとのことで、回数を重ねて対象者

のイメージを濃くしていくことで活動がより良くなっ

ていくはずだと教えていただきました。また、活動時

の写真を見ていただくと、イスが低くて作業がしにく

そうで、身体に負担が掛かる姿勢に見えるなど、たっ 

た１枚の写真からも様々なご指摘をいただき、改善の方向性を示したいただきました。 

 

 

 

 



今年度の取組を踏まえた考察になります。まずは、

専門家や経営者の方とつながり、アドバイスを参考に

プロジェクトの内容充実につなげることができまし

た。自分たちの「やりたい」という気持ちだけで突き

進むことはできず、他者理解とスキルアップが必要だ

と感じています。ポスティングの結果として問い合わ

せが２件しかなかったのは大きな誤算であるととも

に、プロモーションの難しさを痛感したところです。

対象が高齢者ということもあり、SNS などの手軽なツ

ールは使いにくく、アナログな方法に依存することに

なってきます。また、チラシやポスターの作成や CM

を検討しても、園芸用品以上の経費が必要になってく

るなど難しさを感じています。実際にプロジェクトに

取り掛かってみると、「土が重くて運べないから来て 

くれるのは助かる」、「本当は庭仕事をやりたい」、「花を植えるくらいならできそ

う」という声もあり、潜在的な需要は少なくない印象を受けました。また、土と鉢は昔

使ったものがあるという方もいて、そういった資材を活用できれば経費の削減にもつな

げられます。 

 

 

課題としては、４つあり、１つ目は活動の周知と PR活動です。今年度中には川西町役

場福祉課、川西町社会福祉協議会、介護施設の施設長と面談予定で、活動における物心

両面での支援について相談する予定でいます。また、ターゲットを絞って効率的に周知

できるようにさらに研究していきます。２つ目は資金の確保です。JOURO の青木様から

アドバイスをいただいたように、クラウドファンディングの実現に向け、根拠のある活

動資金を算出し、計画を深めていく必要性を感じています。３つ目は私達自身のスキル

アップについてです。他者理解と活動しやすいプログラムの設計のために更に知識と技

術を磨く必要があります。また、アトリエアトリの末永様からは「高齢者傾聴スペシャ

リスト」という資格があることもお聞きしたので、そういった資格取得も考えながら活

動していきたいです。最後に参加者からの評価についてです。有効なフィードバックを

得るために、どのように評価してもらうか、どのような評価項目を設定するかを検討し

ていきます。私たちの活動が川西町の未来を照らし続ける光になると信じ、これからも

頑張っていきたいです。  


